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し
し

台十一ム
統伝

一文
楽

一
の
海
外
公
演
で
十
四

カ
国
を
訪
間
し
て
い
る
が
、
反
応

は
予
想
以
上
に
い
い
。
二
〇
〇
二

年
九
月
、
プ
ラ
ジ
ル
の
首
都
プ
ラ

ジ
リ
ア
で
の

一曽
根
崎
心
中
」
。

埴
行
の
場
面
で
徳
兵
衛
が
お
初
の

喉
を
短
刀
で
ま
さ
に
突
き
刺
そ
う

と
し
た
と
き
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
、

「ナ
ン
、
ナ
ン

一
と
い
う

声
が
あ
が

っ
た
。
毎
台
際
に
座

っ

て
い
た
女
性
は
隣
の
彼
氏
の
腕
に

し
が
み
つ
き
、
首
を
大
き
く
横
に

，ふ
っ
一
た
。

彼
ら
に
は
初
め
て
の
一文
楽
」。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
ス
ト
ー
リ
ー
を

把
握
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
字
幕

を
日
で
迫
い
つ
つ
、
舞
台
の
芝
居

に
溶
け
込
ん
で
い
く
。
日
本
語
の

語
り
を
音
楽
と
し
て
と
ら
え
て
い

る
よ
う
だ
。
義
太
夫
節
と
三
味
線

で
か
も
し
だ
す
喜
怒
豪
楽
の
リ
ズ

ム
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
耳
に
し
な
が

ら
、
人
形
の
フ
ア
ン
タ
ス
テ
ィ
ツ

ク
な
所
作
に
身
も
心
も
す
い
込
ま

れ
て
い
く
，
そ
ん
な
感
じ
だ
。

二
〇
〇
四
年
二
月
末
に
行

っ
た

パ
リ
．
前
の
年
に
文
薬
が
世
界
違

産
に
登
録
さ
れ
、
記
念
式
典
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
公
演
に
参

加
し
た
。
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部

の
会
議
場
に
は
世
界
各
国
の
ユ
ネ

ス
コ
親
善
大
使
と
二
千
人
の
聴
衆

で
あ
ふ
れ
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
は

全
員
総
立
ち
の
鳴
り
や
ま
な
い
拍

千
。
私
た
ち
出
演
者
は
両
手
を
あ

げ
て
舞
台
の
前
に
出
て
い
く
。

ブ
ラ
ボ
ー
′
が
渦
巻
く
な
か
、

一
人
の
女
性
が
感
極
ま

っ
た
風
に

ふ
ら
ふ
ら
と
こ
ち
ら
に
近
づ
い
て

き
た
。
な
ん
と
、
そ
の
背
の
高
い

気
品
あ
る
女
性
は
ユ
ネ
ス
コ
理
事

長
に
伴
わ
れ
て
、
舞
台
に
ま
で
上

が

っ
て
く
る
で
は
な
い
か
。
興
奮

し
た
コ
ト
パ
を
発
し
な
が
ら
、
そ

ば
に
寄

っ
て
き
た
。
理
事
長
が
私

の
耳
元
で

，こ
の
方
は
、
イ
タ
リ

ア
代
表
の
ユ
ネ
ス
コ
大
使
、
ク
ラ

ウ
デ
ィ
ア

・
カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
レ
さ

ん
で
す

一
と
さ
さ
や
い
た
藤
間
、

私
は
彼
女
の
両
手
に
包
ま
れ
て
い

た
。
往
年
の
名
女
優
。
ビ
ス
コ
ン

テ
ィ
監
督
の
名
作

一
山
猫
」
の
ヒ

ロ
イ
ン
の
感
触
。
あ
の
Ｃ

・
Ｃ
の

体
の
ぬ
く
も
り
は
、　
一
生
志
れ
ら

れ
な
い
。

往年の名女優COCと ハグ


